












































































































4 . 1 　共起する品詞
まず、『BCCWJ　コア』と『近代女性雑誌』において、「過ぎる」と共起






延べ語数 異なり語数 延べ語数 異なり語数
動詞（に）＋過ぎる ₈₁ ₆3 ₁₀3 ₇₈
名詞（助詞）＋過ぎる ₉₄ ₇₉ ₂₁₅ ₁₈₇
い形容詞（に）＋過ぎる ₆₅ 3₉ 3₁ ₂3
な形容詞（に）＋過ぎる ₁₉ ₁₉ 3₀ ₂₉
副詞（に）＋過ぎる ₀ ₀ ₂ ₂






















（ ₄ ） 令子令孫御繁育なされ御眼前を慰せられ候事何の御樂か是に過ぐべき
哉是に付ても御病身等に御成候ては此御樂も御心底に任せられ（近）
（ ₅ ） 學派、學家の相異なるもの、屡ば之に過ぎざることあり。試ろみに、
其形を破して、其神を露はさば、（近）
次に、現代にもある用法だが、『BCCWJ　コア』には出現しなかった例が
















4 . 2 　品詞別意味
ここでは、接続する品詞ごとに意味を見ていきたい。まず、表 3 に全体の
結果を示す。










（ ₇ ）友人や同僚が食べ過ぎてしまうこの季節、ひそかに ₁ 人で頑張り（B）
















































































































































































































































































₀ ₀ ₂ ：極度






₁ ₀ ₂ ：極度






₅₉ 3₆ ₂ ：極度






₁₁ ₀ ₂ ：極度








₀ ₁₄ ₂ ：極度
₀ ₄ 3 ： ただの～である







₀ ₀ ₂ ：極度
3₈ ₉₂ 3 ： ただの～である









₁ ₁ ₂ ：極度
₀ ₀ 3 ： ただの～である









₀ ₀ ₂ ：極度
₀ ₂ 3 ： ただの～である








₁ ₂ ₂ ：極度
₀ ₀ 3 ： ただの～である








₀ ₀ ₂ ：極度
₀ ₀ 3 ： ただの～である










₀ ₇ ₂ ：極度







₀ ₀ ₂ ：極度







₆₂ ₂₁ ₂ ：極度







3 ₁ ₂ ：極度









₀ ₇ ₂ ：極度






₀ ₀ ₂ ：極度






₁₉ ₁₇ ₂ ：極度






₀ ₀ ₂ ：極度








₀ ₁ ₂ ：極度






₀ ₀ ₂ ：極度






₀ ₀ ₂ ：極度






₀ ₀ ₂ ：極度
₀ ₀ 3 ： ただの～である
₀ ₀ 合計
合計 ₀ ₂
総計 ₂₅₉ 3₈₁
『BCCWJコア』
出現数（延べ）
『近代女性雑誌』
出現数（延べ）
― 77 ―
「過ぎる」の構文化について
が、明治期の₁₈₉₄年には使用が見られた。
今後の課題としては、本稿で扱わなかった明治期から現代にかけての橋渡
し部分について調査することである。また、「行き過ぎた行動」のように「た
形」であると「極度」の意味になる（「＊行き過ぎる行動」）ため、「た形」
も構文化する一つの要素と考えられるかもしれない。これについても、今後
の課題としたい。
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［注］
₁ 　本発表では、「動詞の連用形＋動詞」以外の「名詞＋動詞」「形容詞＋動詞」「副詞
＋動詞」も「複合動詞」としている。
₂ 　「ひまわり」で抽出の際には、前後の文字数はそれぞれ₂₅字でとったため、文単
位で抽出できなかったものもある。その際は分節で区切った。
3 　コーパスからの例文抽出のため、一文ではなく、途中で終わってしまっている場
合がある。その場合は、文末には句点を打っていない。
₄ 　時（さだ）過：盛りの年齢を過ぎる
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